
    博士（医学）石川隆夫
学位論文題名

二重瞼の頻度及び形態の年令的変化

学位論文内容の要旨

1．研究目的

  邦人の上眼一の形態が欧米白人と着しく異なることにっいては多くの報告がある。

しかし、乳幼児期での二童一の出現頻度や形態にっいての詳しい報告はなく、また、

形成外科学的立場からみた二童驗の基本的形態である末広型、平行型の年令的変化の

報告もいまだ見当たらない。本研究において、同一人物の上眼一を長期観察して乳幼

児期での二童一の出現頻度と形螻変化を明らかにした。―方、1，844名を対象に

乳幼児から老人までの童瞼の形態を観察して末広型、平行型の年令群別頻度及び変化

を明らかにした。また、成人40名の二重瞼を計測して平均的数値を出した。

    2．対象、方法及び形態分類

  北海道大学形成外科で治療した唇裂患者を対象に1歳時まで368人、5歳時まで

172人の上眼一の形艫を同一人物で観察した。比較対韋として184人の正常乳幼

児の童一宰を一査した。また、眼一疾患を有しない札幌市をや´cヽ とした北海道在住者

1，844人を対譲に10代別の重瞼率及び童瞼形態の特色を調べた。無作為抽出し

た末広童、平行型の童一をもつ成人それぞれ20名の写真を参考に、童瞼の轟大幅の

大きさ、最大幅の取る位■の両端からの距藤、最大幅と縦の瞼裂の比の測定を行った

。形態の分額は片側のみの童一を片側童－k両側とも重瞼になっているものを完全童

瞼とし、また、童一の始まりが内餌襞（嚢古襞）より連続しているのを末広型、連兢

してない童一を平行型とした。

    3．結果

(1)乳幼児期の童一

  生後6力月時での重瞼率は20．3％（完全童瞼12．1％、片側量瞼8．2％）

、1歳時では31．3％（完全童瞼20．1％、片側重鹸11．1％）、5歳時では

48．8％（完全童瞼45．3％、片側童瞼3．5％）であった。形鱈の殆どが末広

型であった。正常乳幼児の童瞼宰との闇に統叶的有為差はなかった（pく0． 05，t検定）。
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（ 2)5歳 ま で 連 続 経 過 観 察 し た 同 一 人 物 172人 の 童 瞼 の 経 時 的変 化

  生後6力月までに既に重瞼となっていたのは27人、6力月～1歳で新しく童瞼に

なったのは20人、1歳～3歳で重瞼になるのは22人、3歳～5歳で新たに重瞼に

なったのは15人であった06力月時において6人の片側重瞼があり、そのうち4人

が左側片側童瞼であったol歳時では16人の片側重瞼のうち13人、3歳時では1

1人の片側童瞼のうち8人、5歳時では6人のうち4人が左側片側童瞼で、左側片側

童瞼が右側片側量瞼より多かった。また、6力月時の6人の片側重瞼は全員、1歳時

にみられた16人の片側重瞼は全員、3歳時の11人のうち9人が5歳時までに完全

童瞼に窟化した。

(3)世代別童瞼率

  0～ 9の 童 瞼 率 は 44． 8％ 。 10代 57． 2％ 、 20代 67． 8％ 、 30代 68

． 6％ 、 40代 76． 2％ 、 50代 79． 3％ 、 60代 81． 3％ 、 70代 以 降 57

．3％であった。加齢とともに重瞼宰は上昇し、男性の平均は61．3％、女性の平

均は65．8％であった。男女の童瞼卒の間に差はなく（pく0． 05，t検定）、男女合計

した場合では60代の童瞼率が81．3％と最も高かった。全世代を通した平均童瞼

率は63．9％であった。

(4)完全童瞼の形態変化

  末広型は加醫に伴って滅少し、逆に、平行型は加齢に比例して増加した。10i妹

満ではほとんどが末広型であるが、50代以降では大部分が平行型であった。両者の

占める割合が逆転する年代は30代であった。

(5)童瞼形態の実測値

  童瞼の最大幅は開瞼時では末広型で2．1 mm.平行型で2．7rrm)閉瞼時では末広型5．

5｜lI丶平行型で6．2mであった。最大幅を取る位置は末広型では中央よりやや内側、

平行型ではやや外側であった。最大幅と縦に瞼裂との比は末広型では閉瞼時0. 68、開

瞼 時 0． 26、 平 行 型 で は 閉 瞼 時 0．  74¥開 瞼 時 0． 32で あ っ た 。

    4．考察

  乳幼児期（0～5歳）においては乳幼児の全体の約3剖がO歳からI歳の間に重瞼

になるol歳から2歳、2歳から3歳、3歳から4歳、4歳から5歳の間では出現宰

5％で差はない（pく0． 05，t検定）。I歳からは1年間に約20人に1人の観恰で童瞼

になり、加齢と共に童瞼率は高くなる。これは生後間のない乳幼児では豊富な皮下脂

肪の奄上眼瞼挙筋の作用が発揮されにくくなっているが、成長に伴い脂肪が滅少する

一方、筋カが増加するため、上眼瞼挙筋の作用による重瞼譲が漸次出現して来るため

と恩われる。また、乳幼児では菱古襞がほば全員に存在し生後急速に上眼鹸の脂肪が

増加するため鼻根部の低さと椙まって、内眼角部の皮膚の緊張度が増すために輩古襞

と童瞼壕が連統した末広型の形態をとるものと推測きれる。

  乳幼児においては約6％の頻度で片側童驗がみられたが数年の経過で完全重鹸に変



化した。左側片側童瞼が右側片側重瞼より多かったが、先天性の瞼板の大きさの左右

差の連いがその原因の1っとして挙げられる。

  世代別に於ける童瞼率の他の報告との比較では20` 50代ではほぼ同じ値であっ

たが、他に年令群では若干の違いがあった。これは形態分類の仕方と量襞の消長の激

しい時期での判定の違いによるものと恩われる。男女の聞に童瞼率の差はなく、九州

、近亀との地域の差による重瞼率の違いはなかった（pく0． 05，t検定）。重瞼の形態は

上眼瞼の形成術に重要な末広型、平行型の2型に分類したolo歳来祷では末広型8

8％、平行型2 69、30代では末広型37％、平行型63％で10年単位で末広型

が1割譲少し平行型が1割増加する。両者の占める割合が逆転する年令は30代で、

その後はやや変化が早くなり70代以降では末広型4％、平行型96Xとなる。この

時期での形態変化には30代より急速に出現する外側襞が大きく関与していると考え

られる。乳幼児期における重瞼の出現過程と成人での末広型から平行型への形態変化

の過程を比較すると、乳幼児期での変化は鼻骨の成長、眼瞼挙筋謹の発育、瞼板の成

長、脂肪の減少等による組織の成長の段階での1現象であると考えられる。一方、成人

においては脂肪の変性、脂肪の外側偏在、前頭筋の筋力低下等による外側襞の出現と

皮膚の弾性度の低下等の老齢化の現韋が入り乱れ、その交錯した度合いに応じて上眼

瞼の譲蓑に変化が現れる。っまり、成人での変化は老齢化の過程で出現してく、るもの

と思われる。

    5．結語

  乳幼児においては1才時ですでに約3剖の人が童鹸になっており、その後5歳時ま

で1年間に5％の剖合で童瞼が増加する。時期を異にして童瞼になる場合は左側から

童瞼になることが多い。加齢と共に重驗率は増加し平均は63．9％であった。男女

の聞に童玲率の差はない。乳幼児の殆どは末広型で加齢とともに末広型は滅少し平行

型が増加する。両者の割合が逆転するのは30代であった070代以降では96％が

平行型である。童瞼の計測の結果、開瞼時では縦の瞼製の3割程度、閉瞼時では7割

程度のfcrlNが最も自然であることが判った。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

二重瞼の頻度及び形態の年令的変化

I．研究目的

  乳幼児期での二重瞼の出現頻度や形態にっいての詳しい報告はなく、また、二重瞼

の基本的形態である末広型、平行型の年令的変化の報告もいまだ見当らない。本研究

で、同一人物の上眼瞼を長期観察して乳幼児期での二重鹸の出現過程と形態を明らか

にした。一方、1，、844人の上眼臉を観察して世代別の重瞼率及び重瞼形態の特色

を明らかにした。また、成人40人の二重驗を計測して重瞼形成術に必要な基本的数

値を出した。

1．対象

  北海道大学形成外科で扱った172人の唇裂患者を対象に同一人物の上眼瞼の形態

変化を5歳時まで観察した。対照として、164人の正常乳幼児の重瞼率を謂査した

。また、北海道在住者1，844人を対象に乳幼児から老人までの10代別の重瞼率

及び重瞼形態の特色を調べた。

2．計測の方法及び形態分類

  成人40名を対象に末広型、平行型それぞれの重瞼の最大幅の大きさ、最大幅と縦

の瞼裂の比の計測を行った。形態の分類は片側のみの重瞼を片側重瞼、両側の重驗を

完全重瞼とした。重瞼の始まりが内側襞より連統しているのを末広型、連続してない

重瞼を平行型とした。有意差検定はt一検定によりpく0．05を有意とした。

3．結果

(1)乳幼児の重鹸率の変化

  生後6力月時での重瞼率は15．7％、1歳時では27．3％、3歳時では40・

I％、5歳時では48．8％であった。

(2)重瞼の出現時期

  生後6力月時で既に重鹸になっていたのは27人、6力月～1歳で重瞼になったの

は20人、I歳～3歳で重瞼になったのは22人、′3歳～5歳で新たに重鹸になった

のは15人であった。
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(3）乳幼児期での片側重驗の頻度及び年令的変化

  6カ月時に6人の片側垂鹸があり、4人が左側であった。1歳時では16人の片側

重瞼のうち13人、3歳時では11人の片側重瞼のうち8人、5歳時では6人のうち

4人が左側であった。また、6力月時の6人の片側重瞼は全員、1歳時の16人の片

側重瞼は全員、3歳時の11人のうち9人が5歳時までに完全重鹸になった。

(4)唇裂患者と正常乳幼児の重驗率の比較

  唇裂患者の重鹸率は38．7％、正常乳幼児の重瞼率は42．1％で両者の間に有

意差はなかった。

(5)世代別重瞼率

  0～ 9の 重 瞼率 は 44． 8％。 10代 57．2％ 、 20代 67． 8％ 、30代68

． 6％ 、 40代 76． 2％ 、 50代 79． 3％ 、 60代81．3％、 70代 以 降57

．3％であった。男女の重瞼率の間に有意差はなかった。

(6)完全重瞼の形態変化

  末広型は加齢に伴って滅少し、平行型は増加した010歳未満ではほとんどが末広

型であるが、50代以降では大部分が平行型であった。両者の占める割合が逆転する

年代は30代であった。

(7)重鹸形態の実測値

  重瞼の最大幅は開瞼時では末広型で2.1 nm、平行型で2.7 mm、閉瞼時では末広型5．

5 mm、平行型で6.2 mmであった。最大幅と縦に驗裂との比は末広型では閉瞼時0．68、

開 驗 時 O． 26.平 行 型 で は 閉 瞼 時 0． 74、開 瞼 時0．32であ っ た。

4．考察

  乳幼児の約3剖が0歳から1歳の間に重瞼になる。1歳から2歳、2歳から3歳、

3歳から4歳、4歳から5歳の間では出現率は約5％と一定で1歳からは1年間に約

20人に1人の割合で重瞼になり、加齢と共に重瞼率は高くなる。これ1ま生後間のな

い乳幼児では豊富な皮下脂肪の為上眼瞼挙筋の作用が発揮され薙くなっているが、成

長に伴い脂肪が滅少し筋カが増加するため上眼瞼挙筋の作用による重瞼線が漸次出現

して来るためと恩われる。乳幼児期での重瞼の変化は鼻骨の成長、眼瞼挙筋腱の発育

、瞼板の成長、脂肪の減少等の影fで現れ、組織の成長段階における1現象であると

考えれる。一方、成人における末広型から平行型への形態変化は脂肪の変性、脂肪の

外偲矚在、前頭筋の筋力低下等による外側襞の出現と皮膚の弾性度の低下等の老齢化

の影響で現れ、その交錯した度合いに応じて上眼瞼の皺襞に変化が現れる。っまり、

成 人 で の 変 化 は 老 齢 化 の 過 程 で 出 現 し て くる も のと 思わ れ る。

5．結語

  乳幼児においては1才時ですでに約3剖の人が重瞼になっており、その後5歳時ま

で1年間に約5％の割合で重瞼が増加する。時期を異にして重瞼になる場合は左側か

ら重瞼になることが多い。加齢と共に重瞼率は増加し平均は63．9％であった。男

女の間に重鹸率の差はない。乳幼児の殆どは末広型で加齢とともに末広型は滅少し平
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行型が増加する。両者の割合が逆転するのは30代であった。。重瞼の計測の結果、

成人では、開瞼時では縦の瞼裂の3剖程慶、閉験時でf幸7音悟度ワ重瞼カ温も多かっ

た。


